
知事公室における随意契約の実績　　（平成29年度２／四半期分）
単位：円

No. 担当課 契約の名称 契約日 契約金額 契約の相手方の名称 契約の相手方の住所
地方自治法
施行令（根拠）

契約の相手方の選定理由 その他

1
防災危機
管理課

工事整備対象
設備等の工事
又は整備に関
する講習事務

平成29年
７月３日

5,092,416
一般社団法人
沖縄県消防設備協会

沖縄県那覇市泊三丁目１
番地26

第167条の２
第１項第２号

県内で、消防法第17条の10に基づく、工事整備
対象設備等の工事又は整備に関する講習を適
正かつ公平に行うことができる公共的な性格を
有する団体が１者のみであった。

2
防災危機
管理課

危険物取扱者
保安講習等事
務

平成29年
７月３日

3,727,080 沖縄県危険物安全協会
沖縄県八重瀬町字伊覇
228番地

第167条の２
第１項第２号

県内で、消防法第13条の23に基づく、危険物の
取扱作業の保安に関する講習を適正かつ公平
に行うことができる公共的な性格を有する団体
が１者のみであった。

3
防災危機
管理課

沖縄県消防防
災ヘリコプター
導入検討調査
等委託業務

平成29年
7月21日

13,880,000

学校法人ヒラタ学園共同
企業体
①学校法人ヒラタ学園
②エアロファシリティー株
式会社
③株式会社沖縄コングレ

①大阪府堺市西区鳳西
町三丁712番地１
②東京都港区新橋四丁
目９番１号
③沖縄県那覇市久茂地
三丁目１番１号

第167条の２
第１項第２号

プロポーザル方式により広く公募を行ったところ
２社から応募があった。それぞれの企画提案内
容等を選定委員会において審査したところ、左
の社の提案は消防防災ヘリコプターに関する
内部調査、外部調査等の手法に優れているこ
とから特に評価が高く、総合得点でも最も高得
点であったため、契約の相手方として選定し
た。

4

辺野古新
基地建設
問題対策
課

訴訟委託契約
（普天間飛行場
代替施設建設
事業に係る岩
礁破砕等行為
の差止請求事
件）

平成29年
７月18日

5,171,040

①ゆあ法律事務所
　弁護士　宮國　英男
②センター法律事務所
　弁護士　松永　和宏
③ニライ法律事務所
　弁護士　仲西　孝浩

①沖縄県那覇市壺川３丁
目５番６号　与儀ビル２階
②沖縄県沖縄市中央３丁
目１番６号
③沖縄県那覇市西１丁目
２番18号　西レジデンス２
－B

第167条の２
第１項第２号

　本契約の受託者である、ゆあ法律事務所宮
國英男弁護士、センター法律事務所松永和宏
弁護士及びニライ法律事務所仲西孝浩弁護士
は、普天間飛行場代替施設建設に関する法律
相談業務を県から受託しており、岩礁破砕等許
可手続をはじめ、様々な法的課題に係る県の
対応方針の策定に助言、支援等を行っていると
ころである。
　本事件においても、上記の各弁護士を本訴訟
の訴訟代理人とし、本訴訟業務を委託するの
が適当であったため、契約の相手方として選定
した。


